
（様式 1）         研究事業評価調書（平成 30年度） 平成30年 12月 15日作成 

事業区分 経常研究(基盤､応用） 研究期間 平成 31年度～平成33年度 評価区分 事前評価 

研究テーマ名 トルコギキョウの新たな光源を活用した 高品質かつ安定生産技術の確立 

主管の機関・科（研究室）名 研究代表者名 農林技術開発センター花き工学研究室 池森 恵子 

＜県長期構想等での位置づけ＞ 

長崎県総合計画チャレンジ 2020 
戦略８ 元気で豊かな農林水産業を育てる 
 (３)農林業の収益性の向上に向けた生産・流通・販売対策の強化 
①品目別戦略の再構築 

新ながさき農林業・農山村活性化計画 
基本目標Ⅰ 収益性向上に向けた生産・流通・販売対策の強化 
Ⅰ－１品目別戦略の再構築 
 ⑤活力ある「ながさきの花」100億達成プランの推進 

１ 研究の概要 

研究内容(100文字)トルコギキョウの 1～2月出荷作型、3月出荷作型において早期出荷・安定生産に適した

LEDの３波長割合を明らかにし、白熱球に替わる光源による高品質かつ安定生産を実現し所得向上を図る。 

研究項目 
① 品質向上・安定生産に向けた LED3波長比率の解明 

② LED長日処理と環境制御による上位規格率向上と安定生産技術の確立 

２ 研究の必要性 

１） 社会的・経済的背景及びニーズ 

トルコギキョウは豊富な花形や花色により幅広い需要があり、主要市場におけるH29年品目別取扱量（金

額ベース）では第5位の品目となっている。また、本県トルコギキョウの取引単価は全国１、2位を争う高

い単価で取引されており、県内作付面積はキク、カーネーションに次ぐ、有望品目である。 

市場からの需要が高まる１～3月に向けた出荷作型は県内でも主たる作型であるが、これらの作型は花芽

分化期が厳冬期(短日、低温、低日照)にあたるため、開花の遅延やブラスチングが発生し安定生産が課題と

なっている。これまで、低温・短日期に白熱球による長日処理を行うことで開花促進やブラスチングの発生

を抑制できることが明らかとなっているが、近年の環境への配慮から白熱球の減産や製造中止が相次ぎ、白

熱球単価は高騰している。もともと白熱球は消費電力が高く、高コストなうえ、さらに電球単価の高騰が生

産者への大きな負担となっている。そこで、白熱球代替光源としてLEDの開発が求められている。 

２） 国、他県、市町、民間での実施の状況または実施の可能性 

県内産地では屋内用市販品の LEDや2波長の LEDを一部導入の動きがみられるが、導入コストに対する効

果が判然としないためLEDの本格導入をためらう声が多い。一方で、LEDであれば消費電力が低く生産コス

トの縮減ができ、安定生産につながるのであればLED光源を利用したいとの期待は大きい。本研究ではLED

の好適波長割合の解明とともに効果的な活用技術も併せて開発することとしており、今後 LEDの実用的な普

及に貢献できる。 

３ 効率性（研究項目と内容・方法） 

研究 

項目 
研究内容・方法 活動指標  

Ｈ 

31 

Ｈ 

32 

Ｈ 

33 
単位 

①品質向上、

安定生産に向

けた LED波長

比率の解明 

試作光源を用いて早期

出荷および切り花品質

向上に効果的な波長を

解明する。 

１～２月出荷作型

での光源波長比較 

目標 １ １ ０ 
実証数 

実績    

３月出荷作型での

光源波長比較 

目標 ０ １ １ 
実証数 

実績    

②LED 長日処

理と環境制御

による上位規

格率向上と安

定生産技術の

確立 

3 波長 LED での長日処

理と炭酸ガス施用や

EOD-heating などの環

境制御技術シーズとの

組合せによる 

炭酸ガス施用およ

びEOD-heatinngと

の相乗効果 

目標 １ １ １ 
検討技術数 

実績    

日中補光の効果 
目標 ０ 1 １ 

検討技術数 
実績    



１） 参加研究機関等の役割分担 

 今後、LED 光源の普及を考慮すると、当センターでの比較試験のほか、既存産地圃場との連携しながら開花

日や品質など光源の効果を共有・検討していく必要がある。このため、振興局等と連携を図っていく。 

 

２）予算 

研究予算 

（千円） 

計 

（千円） 

人件費 

（千円） 

研究費 

（千円） 

 

財源 

国庫 県債 その他 一財 

全体予算 28,788 23,988 4,800   900 3,900 

31年度 9,596 7,996 1,600   300 1,300 

32年度 9,596 7,996 1,600   300 1,300 

33年度 9,596 7,996 1,600   300 1,300 
 

 有効性 

研究 

項目 
成果指標 目標 実績 

Ｈ 
31 

Ｈ 
32 

Ｈ 
33 

得られる成果の補足説明等 

① 
切り花品質向上および安定生産に

有効な波長割合の解明 
１ ―   １ 

切り花長、切り花重、有効花蕾数の増加
およびブラスチング発生率の減少効果 

② 
LED 長日処理と環境制御による安

定生産技術確立 
 １ ―   １ 

ブラスチング発生率の減少と上位規格

（2L、L）率向上効果 

１） 従来技術・先行技術と比較した新規性、優位性 

トルコギキョウではこれまでに他県公設試で単波長LED光源に対する反応特性は報告されているが、複

数の波長を含む LED光源では報告がない。当センターでは、H28年度に複数の波長を含む光源によるスク

リーニング試験結果を基に、H29年度所長FS研究において、好適と思われる3波長割合のLED光源を試作

した。これを用いた栽培試験において、すでに切り花品質向上効果を確認しており、新規性および他公設

試に対する優位性は高い。 

２） 成果の普及 

■研究の成果 

厳冬期を経過する「１～2月出荷作型」「3出荷作型」は出荷期が市場からの需要が高い時期にあたる。こ

れら作型における高品質かつ安定生産技術の開発により、市場ニーズに的確に応えることが可能となり、

県内産地の信頼を得られるだけなく、単位面積あたりの出荷量および上位規格率向上による販売単価が向

上することから生産者の所得向上に貢献できる。また、本研究ではLEDの好適波長割合の解明とともに効

果的な活用技術も併せて開発することとしており、今後LEDの実用的な普及に貢献できる。 

 

■研究成果の還元シナリオ 

研究成果は長崎県花き振興協議会草花部会研修会や地域で開催されるトルコギキョウの環境制御にかか

る勉強会等で成果情報として紹介し、先駆的な生産者を中心に効果的な技術の普及を図っていく。 

 

■研究成果による社会・経済への波及効果の見込み 

新たな LED光源の実用化で上位規格割合の向上により、10aあたりの販売額は527,593円の増加する。 

また、白熱球（75W）をLED（15W）に切り替えた場合、導入4年目には白熱電球よりも 10a当たりの総コス

トは安くなる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式 2）                       研究評価の概要 

種

類 
自己評価 研究評価委員会 

 

 

事 

 

前 

（平成３０年度） 

評価結果  

(総合評価段階：S) 

 

・ 必 要 性 ：Ｓ 

１～3月に向けた出荷作型では白熱球による長日処

理を行うことで開花促進やブラスチングの発生を抑

制できることが明らかとなっているが、近年白熱球単

価は高騰しており、生産者への大きな負担となって

いる。このため、白熱球代替光源として LED の開発

が求められている。 

 

・ 効 率 性 ：S 

H28 年度に光源のスクリーニング試験を行い、H29

年度所長 FS研究ではこの結果を基に有効と思われ

る割合の3波長LED光源を試作し、このうち１つです

でに有効性が認められている。この有効性が認めら

れた波長割合を軸に研究を進めていくため、効率よ

く効果が認められると考えられる。 

 

・ 有 効 性 ：S 

H29 年度所長 FS 研究で切り花品質向上による上

位規格率の向上効果が認められており、さらに出荷

率向上も見込まれることから、単位面積あたりの販

売額増加効果による生産者所得向上に貢献できる。 

 

・ 総合評価 ：S 

トルコギキョウに対する LED好適波長を解明するこ

とで効率的に高品質かつ安定生産が可能になると考

える。また、本研究では効果的な活用技術も併せて

開発することとしており、今後 LED の実用的な普及

に貢献できる。 

（平成３０年度） 

評価結果 

(総合評価段階：  Ｓ   ) 

 

・必 要 性   Ｓ 

コストおよび流通量激減を背景に白熱球代替光源

の探索が急がれる中、LED 光源を活用した高品質安

定生産技術の開発に取り組む必要性は非常に高く、

経費削減効果や収量･品質との関係等に対する現場

の期待は大きい。 

 

 

・効 率 性   Ｓ 

ＦＳ研究での LED 波長スクリーニング試験（開花特

性比較）や試作 LED を用いた開花特性比較試験の成

果を踏まえて実施される予定であり、効率性は非常に

高い。 

 

 

 

・有 効 性   Ｓ 

FS 研究において製造メーカーと共同で品質向上効

果が見られる LED光源を試作しており、３年間の計画

で栽培実証等が進めば、即現場への導入が想定され

ることから、有効性は非常に高い。 

 

・総合評価   Ｓ 

新たな光源として LED 光源を活用した高品質安定

生産技術の開発に取り組む必要性は非常に高く、ま

た、LED波長のスクリーニング試験等の成果を踏まえ

て計画されていることから効率性も非常に高い。さら

に、LED 光源も試作されており、３年間の計画で栽培

実証が進めば、有効性は非常に高いことから、積極

的に推進すべきである。 

 

 対応 対応： 

 

 

途 

 

中 

（平成  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

（平成  年度） 

評価結果 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

 対応 対応 

 

 

（平成  年度） 

評価結果 

（平成  年度） 

評価結果 



事 

 

後 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

(総合評価段階：   ) 

・必 要 性 

・効 率 性 

・有 効 性 

・総合評価 

 対応 対応 

 


